真の弟子
ヨハネの手紙Ⅰ 5:5-12
オクラホマシティの東側の36th通りを車で走るたびに、道路沿いに地元の教会を宣伝する大きな看板が見えます。その看板には「真の弟子たち」と書かれており、教会の建物の方向を指す大きな矢印が付いています。
私はいつもそのような看板を掲げるのは少し攻撃的だと感じてきましたが、実際にはこれらの人々はほとんどすべての宗教団体が言っていることを言っているのではありませんか？
· 私たちは真の者です。
· 私たちは正当な者です。
· 私たちは本物の弟子です。
つまり、私たちはそのような看板を前に掲げているわけではありませんが、これが私たち自身について考えていることではありませんか？
すべての真理において、私たちが真の弟子であり、他のすべての人は惑わされ、誤っているか嘘をついているのでしょうか？私たちの名誉のために言えば、実際にはこうは言いませんが、多くの人と同様にそう考えています。もちろん、これは何世紀にもわたって宗教団体間での議論の的でした—真の弟子は誰か？
この問題をめぐって戦争が行われてきました。答えを求めて帝国が興り、そして滅びました。したがって、聖書がこの問題を扱っているのは驚くことではありません。キリストを主と呼ぶ者たちの間でこれほど争われてきた問題なのです。
使徒の働きヨハネは、その第一の手紙の中で、真の弟子が誰であるか、誰でないかを見分ける基準を非常に明確に示しています。
キリストの教会では、私たちにとって大いに有利なことに、宗教的な問題や論争の解決には常に聖書に従ってきました。ヨハネの手紙Ⅰを見て、私たちが真の弟子としてふさわしいかどうかを確かめてみましょう。
1. 真の弟子の基準
さて、私たちはヨハネがマタイのような対称的な著者ではないことを知っています。
A - マタイの記述は、一連の物語と行動の連続によって完璧に構成されています。これは、今日の資料の整理方法に非常によく似ており、私たちは物事をカテゴリーごとにグループ化します。ローマ数字（I）、副題（A）など。
B - ヨハネの書き方は意識の流れの表現のようなものです。建物のようではなく、川のようにアイデアが流れていき、さらに下流で再び現れます。これを説明するのは、このレッスンで手紙全体を扱いますが、必ずしも時系列順ではないからです。手紙全体を通して、ヨハネは真の弟子、本物のクリスチャンを見分けるための3つの主要な基準を示します。
しかしこれら三つは手紙全体に不均一なパターンで散らばっており、これを知っていると学びに取り組む際に役立ちます。
1. 真の弟子は光の中を歩む
⁵ 神は光であられ、そのうちには少しも暗い部分がありません。これが、神が私たちにゆだねられた、あなたがたへの知らせです。 ⁶ 神と交わりがあると言いながら、暗闇の中で生活しているなら、私たちはうそをついているのです。 ⁷ しかし、神の光の中におられるキリストにならって、私たちも光の中で生活すれば、互いにすばらしい交わりを持ち、神の子イエスの血が私たちをすべての罪からきよめるのです。
⁸ もし自分には罪がないと言うなら、それは、自分のほんとうの姿から目をそらしているのであって、真理を受け入れようとしない証拠です。 ⁹ しかし、もし自らの罪を神に告白するなら、神は真実な方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます。 ¹⁰ 潔白だと言いはるなら、自分がうそつきになるばかりか、神をもうそつき呼ばわりすることになります。なぜなら神は、「すべての人は罪を犯した」とはっきり宣言しておられるからです。
- ヨハネの手紙Ⅰ 1:5-10
この箇所は、私たちの義が自己努力によって達成される従順の度合いによって決まるという考えを支持する証拠聖句としてよく用いられることは興味深いです。たとえば、イエスに従い、規則を守れば、あなたは光の中を歩んでいるので、真の弟子としての試練に合格するとされます。
これはある程度は真実です―イエスに背いて真の弟子であると主張することはできません。しかし、ここでヨハネが言っているのはその点ではありません。
ご覧のとおり、ヨハネはここで「光」をあなたが達成した従順のレベルと同一視しているわけではありません。たとえば、もし私が多く従うなら、私は非常に明るい光の中を歩みます。もし私の従順が弱ければ、より弱い光の中にいるということです。
この箇所でヨハネは光を理解／知識（私は光を見た）と同一視しています。「光の中を歩む」とは、福音の啓示の理解をもって生きることです。
では、真の弟子たちが生きる理解／光とは何でしょうか。それは、自分たちが罪人であり、キリストの血なしには失われているという理解です。ヨハネは、自分に罪がないと言う者たちは、その無知によって暗闇の中にいることを示していると言います。彼らが罪を信じない（当時のあるギリシャの哲学者たちのように）ために自分に罪がないと思うのか、あるいは律法を完全に守っているために自分に罪がないと思うのか（ある自己義認のユダの手紙ヤ人たちのように）にかかわらず。
どんな理由であれ、自分に罪がないと思っているなら、その人は真の弟子ではありません。真の弟子とは、まず第一に、自分が罪人であり、毎日罪を犯すために毎日キリストの救いが必要であることを理解し、その知識をもって生きる者たちです。この理解・信仰をもって歩むため、キリストの血は彼らのすべての罪を絶えず清めます。
2. 真の弟子はイエスの命令に従う
ヨハネはイエスが命じられたすべてのことを列挙しているわけではありませんが、誠実な従順のリトマス試験として機能する三つのことを挙げています。ここで、ヨハネが述べている三つを特定するために少し飛び回る必要があります。ですから、イエスに誠実に従っている者は：
A - 愛の態度を育てる
愛は真の弟子の特徴的な性質です。ヨハネは真の弟子の愛がどのように表されるかを説明しています：
真の弟子は主にある兄弟を愛する 2:9-11
隣人を愛することがキリスト教信仰の基本的な教義であることは興味深いですが、同じキリスト者を愛することは常に優先されます。これはヨハネに特有の考えではなく、パウロもガラテヤ人への手紙6章10節でより強調して述べています。
ですから、機会あるたびに、だれに対しても、特に信仰を持つ人たちには親切にしましょう。
- ガラテヤ人への手紙 6:10
キリストの兄弟姉妹を優先して愛することは、もちろん、イエスご自身が真の弟子であることの主要な証しとして最初に確立されたものであり、イエスはこう言われました、
互いに心から愛し合うなら、わたしの弟子であることをすべての人が認めるのです。」
- ヨハネの福音書 13:35
教会を無視する者、またはキリストの民との強い関係なしにキリストとの関係を持てると思う者は、ヨハネの第一章にあるように、自分自身を欺いているのです。
真の弟子は善行を愛する - 3:11-24
¹⁶ キリストは、私たちのために進んでいのちを捨ててくださいました。そのことによって、私たちは愛を知ったのです。ですから、私たちも兄弟のために、いのちを捨てるべきです。 ¹⁷ 自分ではぜいたくに暮らしていながら、困っている兄弟がいても、見て見ぬふりをするとしたらどうでしょう。どうして、その人に神の愛があると言えるでしょう。 ¹⁸ 子どもたちよ。口先だけで人を愛するのではなく、真実をこめて愛し、実践によって神の愛を示そうではありませんか。
- ヨハネの手紙Ⅰ 3:16-18
ヨハネは、私たちの良い行い（特に真理の光のもとで兄弟たちのために行われるもの）が、私たちの誠実な信仰を確証するものであると言います。真の弟子は、キリストを信じているので良い行いをし、これによって他の人々も主を信じ、敬うようになることを望みます。
ヨハネはその書簡の多くを、真の弟子は主に従い、兄弟を愛し、この愛を表す行いをするという事実について書いています。
B. 世を愛してはならない - 2:15-17
この世と、この世のすべてのものに、心を奪われてはなりません。もし、それらを愛するなら、神を愛していないのです。
- ヨハネの手紙Ⅰ 2:15
これは兄弟を愛し、他の人を愛し、キリストを栄光化するために善を行うことを愛することの裏面です。これらのことを行いながら、同時に世を愛することはできません。どちらか一方を装いながら、密かにもう一方を愛することはできますが、両方を真に愛することはできません。なぜなら、世を愛する者は自分自身を世に投資するからです。
優先順位のリストを確認して、もし霊的なものを世俗的なもののために後回しにしているなら──あなたは世を愛しているのです。日曜日に礼拝の代わりに釣りをするなら──あなたは神を愛するよりも釣りを愛しているのです。自由に使える時間の大部分を王国ではなく世に投資しているなら──あなたは王国よりも世を愛しているのです。
人々は自分の人生で明らかに明白なことを認めるのを嫌います。
もし彼らがこの世が一時的であり、ここにいるのはわずか数年であることを知っていながら、それでもなお、すぐに滅びる活動や業績にほとんどの時間を捧げているならば――増し加わる力と資源をもってキリストに仕える代わりに。もし彼らがこの世が滅びることを知りながら、それに力を注ぎ続けているならば――彼らは暗闇の中にいる。日曜日の朝に教会の席に座っていることで自分は光の中にいると思っていても。
真の弟子はこの世とその価値観を拒否し、それは彼らの優先事項や生活様式にも明らかである。
C. 彼らは自分自身を清める - 2:28 - 3:10
- ヨハネの手紙Ⅰ 3:2-4:10
この点は私たちの個人的な行動に関わります。ヨハネの良いところは、曖昧さがないことです。彼は神の人間に対する愛について多く書いているため「愛の使徒の働き」と呼ばれていますが、神の愛は罪を行う者には及ばないことを非常に明確に示しています。もちろん、ここでの重要な言葉は「行う」です。クリスチャンは真に光の中を歩むために、自分が罪人であることを認めなければなりません。
このことは、罪を犯しても結果がない、世俗的で肉的であってもそれが許されるという意味だと考える人もいます。ヨハネはここで、真の弟子は自分の罪への傾向を認識しつつも、神の前で清い生活を送るためにこれを克服しようと努めると言っています。義にかなった生活への努力は、従順と信仰のしるしであり、世に対して優れた証しとなります。
宗教において多くのことを偽ることはできますが、正しく、良く、清いことを行い、言おうとする誠実で継続的な願いは、真の弟子の否定できない印です。
真の弟子は光の中を歩みます。彼らはイエスの命令に従い、互いに愛し合い、世を憎み、自分の生活を清めます。
3. 真の弟子はキリストを主として認める
再びヨハネは要点を述べますが、この要点に関する詳細を手紙全体にわたって散りばめています。基本的にヨハネは、真の弟子たちがキリストを主として絶えず告白する3つの方法を説明しています：
A - 彼らは偽教師に対して忍耐する - 2:22-24
パウロとユダの手紙は共に、その書簡の中で背教に対して警告しています。ヨハネは、イエスを幽霊やただの人間にしようとしながら、彼の唯一の神性と人性の特性を否定する教師たちに対処していました。
真の弟子は常に、神の御子であるイエスが人として地上に来られたことを教えます...彼らはこの真理から逸脱する教えや教師を支持も容認もしません。
B - 真の弟子は使徒の働きの教えに堅く立つ - 4:1-6
イエスの教えだけを聖書の唯一の権威ある記述として切り離そうとする者もいます。家族や教会組織に関するパウロの教えに同意しないために、パウロの書簡を脇に置く者もいます。
ヨハネは、真の弟子はキリストの権威として使徒の働きたちのすべての書物を守ることで見分けられると言います。これは、ペンテコステの日にバプテスマを受けた最初の弟子たちを反映しており、ルカは彼らが「...絶えず使徒の働きたちの教えに専念していた」と書いています --- 使徒の働き 2:42
使徒の働きが一人以上教えており、弟子たちは一人か二人だけでなく、すべての使徒の働きから教えを受けていたことに注意してください。
C - 真の弟子はイエス・キリストへの個人的な信仰において忍耐する 5:1-12
人々は時に、自分の信仰をある目的、建物、人物、宗教的伝統への忠誠心のようなものに変えてしまいます。真の弟子は、神の御子への信仰によって宗教的経験を始め、終えます。
私は決して、キリスト者以上でも以下でも、または異なる存在でありたいとは思いません。ヨハネは、神がなされたすべてのことは、ご自身の子であり私たちの救い主であるキリストを指し示すためであると言っています。
イエス・キリストを神の御子であり、あなたの個人的な救い主として信じ、どんな状況においてもそれを否定しないということ―これが、あなたの宗教と弟子としての個人的な信仰、真の弟子であるかどうかについて誰もが知るべきすべてを語っています。したがって、ヨハネがその手紙で述べている真の弟子としての最終的な基準は次のとおりです。
1. 真の弟子は光の中を歩む。
1. 真の弟子はイエスに従う。
1. 真の弟子はイエスを主として認める。
要約 / 招待
ヨハネは正確にこのようには言っていませんが、真の弟子を特徴づける第四の基準があります。それは...真の弟子には特別に期待できるものがあるということです。ヨハネは、もし私たちが光の中を歩み、イエスに従い、信仰において忍耐するなら、私たちは真の弟子であり、そのような者は次のことを期待できると言っています。
A - 永遠の命
この霊的な状態の概念だけでなく、今始まり、イエスが来られるときに完成されるこの霊的な状態の実際の知識と経験。 - 5:13
B - 私たちの祈りが聞かれること - 5:14-15
これにより、私たちの神との交わりが開かれていて実りあるものであることを知り、大きな確信と喜びを得ることができます。これ以上に求めたり望んだりできるものがあるでしょうか。第二の死から永遠に安全であり、祈りを通して神の御座に近づくことができる――これ以上に力強く、貴重なものがあるでしょうか。それゆえに、真の弟子である栄誉を争うグループ間にこれほど多くの摩擦があるのも不思議ではありません。もちろん、それを判断するのは人の役目ではなく、単に道端に看板を立てるだけで決まるものでもありません。
真の弟子は、イエスが言われた通りに決定されます――御言葉に従って。
しかし、わたしを退け、わたしの言うことを受け入れないすべての人をさばくものがあります。わたしの語った真理のことばが、終わりのさばきの日にその人をさばくのです。
- ヨハネの福音書 12:48
私たちは宗教的な隣人や自分自身と比較するのではなく、神の言葉と比較し、他の人も同じようにさせましょう。そして神に真の者が誰であるかを決めていただきましょう。その間に、このレッスンで提起された本質的な問いを自問しましょう：
私は真の弟子ですか？
今週、朝起きるときや日常の用事をこなすとき、人と接するときに、自分自身にその質問をしてほしいのです。人生の時間をさまざまな活動に割り当てるときにも、その質問を自分に問いかけてください。娯楽や友人、話し方、優先事項を選ぶときにも、その質問を心に留めておいてください。
そして夜に頭を休めるとき、一日を振り返り、自分が真の弟子として生きたかどうか自問しなさい。
· あなたは光の中を歩みましたか？
· あなたは従うことに努めましたか？
· あなたは信仰において忍耐しましたか？
そして、これらの質問に答え、その答えがあなたをキリストの十字架の前にひざまずかせるなら――その時こそ、おそらく真の弟子道の光があなたの心に輝き、主との旅が始まるでしょう。もしあなたがその旅の最初の一歩を洗礼の水の中で踏み出す準備ができているなら、あるいは自分の不信仰と罪を認めて再び光の中に戻る準備ができているなら、今こそ来なさい。
